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１ はじめに 

福岡市では、紙類のリサイクルとして、段ボール、新聞、紙パック及びそれら以外でリサイクル可能

な紙である「雑がみ」の 4 種に分類し、資源物回収ボックス等で回収している。 

本市における紙類の排出状況は、家庭系可燃ごみ組成調査（以下、「組成調査」とする。）の結果から、

重量割合で家庭系可燃ごみ全体の約 3 割を占めていることがわかっている１）。また、そのうち約半分は

リサイクル可能な紙であり、その約 8 割は「雑がみ」である 2）。 

前報 3）では、雑がみ等のリサイクル可能な紙類を排出している世帯の特徴及び排出状況等を把握する

ことを目的に、1 世帯が 1 袋を排出していると仮定し、家庭系可燃ごみ 1 袋ごとの排出状況を調査した

ところ、95.2％にリサイクル可能な紙が含まれていたこと、さらに、リサイクル可能な紙を段ボール、

新聞、紙パック、雑誌及びそれら以外の「雑がみ」に分け、それぞれの排出状況を確認したところ、雑

がみが含まれていたごみ袋の割合が 93.2％と最も高かったことを報告した。 

本報では、単身者主体・家族世帯主体・高齢者主体の 3 地区を対象に計 3 年間調査を継続し雑がみ等

の排出状況の解析を行った。 

 

２ 調査方法 

2.1 調査地区 

世帯構成によりごみ組成が異なると考えられることから、

調査地区として地域特性の異なる 3 地区を選定した。平成

27 年度及び令和 2 年度の国勢調査結果から得られた調査地

区の主な地域特性を表 1 に示す。A 地区は単身者主体、B 地

区は家族世帯主体、C 地区は高齢者主体である。選定にあた

っては、国勢調査結果を用い、3 地区を合算した人口ピラミ

ッドが本市の人口ピラミッドと近似するよう設定した。なお、

調査地区は各年度により異なる。 

2.2 調査試料 

調査は、令和 2 年度に 6 回、3 年度に 6 回、4 年度に 5 回

の計 17 回実施した。調査試料として、各調査地区の家庭か

ら排出された可燃ごみを収集したごみ収集車から、破れの少

ないごみ袋を抽出した。本市のごみ袋容量は、45 L、30 L 及

び 15 L の 3 種類あり、試料として 45 L 袋は 40 個、30 L 袋

は 39～40 個、15 L 袋は 10～20 個の計 89～100 袋を 1 回の

調査で抽出した。 

2.3 調査手順 

抽出したごみ袋は 1 袋ずつ重量を測定し、破袋後、大きさ

が名刺サイズ（約 9 cm×約 6 cm）以上のリサイクル可能な

紙を表 2 に従って分類し、それぞれの重量を測定した。 

 

表 1 調査地区の主な地域特性 

 

表 2 リサイクル可能・不可能の分類基準

 

 

３ 調査結果及び考察 

3.1 リサイクル可能な紙が含まれていたごみ袋の混入率及び重量割合 

結果及び考察は、３か年平均値を用いた。抽出したごみ袋のうち、リサイクル可能な紙が含まれてい

たごみ袋の割合（以下、「混入率」とする。）を表 3 に示す。調査の結果、混入率は 95.7％であった。袋

の容量別にみると、混入率は 45 L 袋で 98.4％、30 L 袋で 96.5％、15 L 袋で 88.2％であった。また、地

区毎にみると、A 地区で 98.5%、B 地区で 91.8%、C 地区で 96.7%であった。 

次に、リサイクル可能な紙の重量の割合（以下、「重量割合」とする。）を表 4 に示す。調査の結果、

B地区
（家族世帯主体）

1世帯当たりの平均人数は2.91人と3地区
中で最も多く、単身世帯の割合は2割未満
で3地区中で最も少ない。
年齢別人口構成では5歳～14歳や40代の割
合が多い。

C地区
（高齢者主体）

1世帯当たりの平均人数は2.34人で、単身
世帯の割合は約3割であった。
年齢別人口構成では60歳以上の高齢者の
割合が多い。

A地区
（単身者主体）

1世帯当たりの平均人数は1.32人と3地区
中で最も少ない。
年齢別人口構成では20代～30代前半が多
く、単身世帯が全体の約8割であった。



重量割合は 13.5％であった。袋の容量別にみると、重量割合は 45 L 袋で 15.3％、30 L 袋で 12.0％、15 L

袋で 9.0％であった。また、地区毎にみると、A 地区で 17.7%、B 地区で 10.7%、C 地区で 15.0%であっ

た。 

これらの結果から、リサイクル可能な紙において、混入率及び重量割合ともに、前報同様に袋の容量

別では容量が大きいほど高くなること、また、地区毎にみると A 地区が最も高く、次いで C 地区が高い

結果となった。 

  表 3 リサイクル可能な紙の混入率 (単位:%)   表 4 リサイクル可能な紙の重量割合 (単位:%) 

    

 

3.2 各調査地区における紙の種類別の混入率及び重量割合 

3.1 で得られた結果について、紙の種類ごとの傾向を解析するため、各調査地区における紙の種類別

の混入率を表 5、重量割合を表 6 に示す。その結果、表 5 において、雑がみの混入率が 89.4%～96.0％で

最も高かった。以下、混入率が高い順に、紙パックは 25.2%～30.7%、段ボールは 17.9%～28.0%、新聞

は 18.0%～19.5%、雑誌は 6.3%～6.7%であった。また、地区毎にみると、段ボール、新聞、紙パック、

雑がみの 4 種類において、B 地区が最も低い混入率であった。 

次に、表 6 において、混入率と同様に雑がみの重量割合が最も高く 6.8%～9.3％であった。一方、紙

パックは 0.4%～0.8％、段ボールは 1.0％～3.9％、新聞は 1.1%～1.4％、雑誌は 1.4%～3.2％であり、混入

率で 2 番目に高かった紙パックは重量割合において最も低く、混入率で最も低かった雑誌は重量割合で

2 番目に高かった。また、地区毎にみると、段ボールにおいて A 地区は 3.9%、B 地区は 1.0%、C 地区は

1.2%であり、A 地区の重量割合は他地区よりも約 3 倍高かった。 

これらの結果から、前報同様に、混入率と比較して紙パックの重量割合は小さくなり、雑誌の重量割

合は大きくなる傾向であること、また、地区毎にみると A 地区では B 地区及び C 地区と比較して段ボ

ールの排出量が多いことがわかった。 

表 5 各調査地区における紙の種類別の混入率 (単位:%) 

 

 

表 6 各調査地区における紙の種類別の重量割合 (単位:%) 

 

 

 

45L 30L 15L A B C

R2 95.2 98.3 96.3 86.7 97.5 91.0 97.0

R3 95.7 98.8 97.1 86.1 99.0 92.0 96.0

R4 96.1 98.0 96.0 91.9 99.0 92.4 97.0

平均 95.7 98.4 96.5 88.2 98.5 91.8 96.7

年度 全体
袋の容量 地区特性

45L 30L 15L A B C

R2 14.7 16.0 14.3 9.9 17.2 12.6 14.8

R3 12.8 14.0 11.8 9.0 18.9 10.2 12.1

R4 12.9 15.8 10.0 8.0 17.0 9.2 18.2

平均 13.5 15.3 12.0 9.0 17.7 10.7 15.0

年度 全体
袋の容量 地区特性

A B C A B C A B C A B C A B C

R2 28.0 21.5 25.0 17.0 18.5 22.0 32.5 22.5 33.5 96.0 89.0 94.5 9.0 8.5 11.0

R3 26.0 21.3 19.0 20.0 10.6 13.5 31.5 26.1 28.5 95.5 88.8 93.0 6.0 2.1 6.0

R4 30.0 10.8 18.0 19.0 24.9 23.0 28.0 27.0 22.0 96.5 90.3 95.0 5.0 9.2 2.0

平均 28.0 17.9 20.7 18.7 18.0 19.5 30.7 25.2 28.0 96.0 89.4 94.2 6.7 6.6 6.3

段ボール 新聞 紙パック 雑がみ 雑誌
年度

A B C A B C A B C A B C A B C

R2 3.7 1.5 1.2 1.8 1.6 1.0 0.9 0.4 0.6 7.7 7.4 9.3 3.2 1.7 3.2

R3 4.4 1.0 1.1 1.2 0.6 0.7 0.6 0.4 0.4 10.2 7.7 8.6 2.4 0.5 1.4

R4 3.6 0.4 1.3 1.3 1.2 2.5 0.9 0.4 0.5 9.9 5.2 8.9 1.3 2.0 5.1

平均 3.9 1.0 1.2 1.4 1.1 1.4 0.8 0.4 0.5 9.3 6.8 8.9 2.3 1.4 3.2

段ボール 新聞 紙パック 雑がみ 雑誌
年度



3.3 リサイクル可能な紙（雑がみ、段ボール）の排出状況 

3.1 及び 3.2 の結果を受け、混入率の最も高

かった雑がみ及び地区特性の差が大きかった

段ボールについて、排出状況をさらに解析する

ため、重量に対する袋数分布を確認した。 

その結果、雑がみの混入が 0g の袋数割合は、

A 地区は 4.0%、B 地区は 10.6%、C 地区は 5.8%

であり、単身者主体の地区では、雑がみを燃え

るごみとして出す割合が高い傾向であった。こ

れは、令和元年度に実施したごみ減量・リサイ

クルに関する市民意識調査 4）（以下、「意識調

査」とする。）の結果（表 7）と同様であった。

一方、意識調査において、リサイクルに取り組

む理由で「子どもの教育に良いことだから」と

回答する割合は 30 歳代～50 歳代が高いことか

ら（表 8）、子育て世代の多い B 地区において、

雑がみ等の混入が低くなった要因の１つと考

えられる。   

次に、段ボールの重量に対する袋数分布を図

1 に示す。段ボールの混入が 0g の袋数は各地

区で約 70%～80%と高い数値を示したが、燃え

るごみとして出す世帯も一定数存在すること

が確認された。特に A 地区において、200g 未

満～ 1,000g 以上含まれる袋数が、他地区より

高い値を示した。これは、A 地区の単身者主体

という特性から、年齢が低い世代において地域

の集団回収等の認知度が低いこと（表 8）が要

因であり、また、制度が利用しづらい環境にあ

ることも一因として推察される。 

  

４ まとめ 

世帯ごとのリサイクル可能な紙の排出状況を把握するため、地域特性の異なる 3 地区にて、令和 2 年

度～4 年度に家庭系可燃ごみ 1 袋ごとの排出状況を調査したところ、95.7％にリサイクル可能な紙が含

まれていた。また、リサイクル可能な紙を段ボール、新聞、紙パック、雑誌及びそれら以外の「雑がみ」

に分け、それぞれの排出状況を確認したところ、雑がみが含まれていたごみ袋の割合が全地区で 89.4%

～96.0％と最も高かった。地域特性別でみると、意識調査でも示されたように、単身者主体の地区で雑

がみを燃えるごみとして出す割合が高い傾向であった。次に、段ボールの排出量についても、単身者主

体の地区が他の地区より多く、要因として、年齢が低い世代において、地域の集団回収等の認知度が低

いことが考えられた。 

今後、福岡市では単身世帯が多いことから、これらの調査結果について、単身者を中心に、各世代の

リサイクルの取組みが実践できていない層に対して、分別に係る施策検討等での活用につなげていきた

い。 
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表 8 意識調査における年齢別

の回答割合 4）（単位:%） 

年
齢

ご
み
減
量
・
リ
サ
イ
ク

ル
に
取
り
組
む
理
由
が

「

子
ど
も
の
教
育
に
良

い
こ
と
だ
か
ら
」

地
域
集
団
回
収
の
実
施

状
況
に
つ
い
て
「

行
わ

れ
て
い
る
か
知
ら
な

い
」

18～29歳 8.3 34.7

30歳代 15.6 32.2

40歳代 21.0 16.1

50歳代 14.5 16.7

60～64歳 9.2 12.7

65～74歳 7.0 7.5

75歳以上 13.6 8.7

表 7 意識調査にお

ける世帯人数別の

回答割合 4）（単位:%） 

世
帯
人
数

雑
が
み
を
「

燃
え

る
ご
み
の
日
に
出

す
」

1人 70.9

2人 57.4

3人 60.5

4人 51.6

5人 56.6

6人以上 61.8

図 1 段ボールの重量に対する袋数分布 


